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町民一人当たりのバランスシート　将来負担額28万7千円 （単位：千円）
借　　方 貸　　　方

【 資 産 の 部 】
1. 有 形固定資産
（1）総　 務　 費
（2）民　 生　 費
（3）衛　 生　 費
（4）労　 働　 費
（5）農林水産業費
（6）商　 工　 費
（7）土　 木　 費
（8）消　 防　 費
（9）教　 育　 費
（10）そ　 の　 他
　　　　計
　（ う ち 土地等）
有形固定資産合計

平成15年度 平成16年度 平成17年度
【 負 債 の 部 】
1. 固　定　負　債

（1）地 　 方 　 債

（2）債務負担行為
①物 件 の 購 入 等
②債務保証又は損失補償

（3）退　職　給　与
（4）そ 　 の 　 他

固 定 負 債 合 計

平成15年度 平成16年度 平成17年度

142 
98
5
7
85
41
797
15
414
3

1,607

1,607

8.8%
6.1%
0.3%
0.4%
5.3%
2.5%
49.6%
0.9%
25.6%
0.2%
99.5%
603

89.0％

141 
121 
5 
7 
80 
54 
791 
14 
405 
2 

1,620 

1,620

8.7%
7.5%
0.3%
0.4%
5.0%
3.3%
48.8%
0.9%
25.0%
0.1%

100.0%
624

87.9％

136 
126 
6 
6 
73 
59 
795 
13 
399 
2 

1,615 

1,615

8.4%
7.8%
0.4%
0.4%
4.5%
3.7%
49.2%
0.8%
24.7%
0.1%

100.0%
645

86.8％

391

0

63
0

454 25.1％

428

0

63
0

491 26.6％

431

0

62
0

493 26.5％

2. 投　　資　　等
（1）投資及び出資金
（2）貸　 付　 金
（3）基　　　　 金
①特 定 目 的 基 金
②土 地 開 発 基 金
③定 額 運 用 基 金
（4）退職手当組合積立金
投 資 等 合 計 80

11
7
48
36
10
2
14

4.4％ 83

11
6
51
39
10
2
15

4.5％ 88

12
5
55
43
10
2
16

4.7％

2. 流　動　負　債

（1）翌年度償還予定額

（2）翌年度繰上充用金

流 動 負 債 合 計

負 債 合 計

50

0

50

504

2.8％

27.9％

34

0

34

525

1.9％

28.5％

37

0

37

530

2.0％

28.5％
3. 流 動 資 金
（1）現 金・ 預 金
①財 政 調 整 基 金
② 減 債 基 金
③ 歳 計 現 金
　現 金・ 預 金 計

（2）未　 収　 金
① 地 　 方 　 税
② そ 　 の 　 他
　未　収　金　計
流 動 資 産 合 計 120

74
32
3

109

9
2
11

6.6％ 140

85
37
6

128

10
2
12

7.6％ 157

97
43
4

144

11
2
13

8.5％

【正味資産の部】

1. 国 庫 支 出 金

2. 都道府県支出金

3. 一 般 財 源 等

正 味 資 産 合 計

203

68

1,032

1,303 72.1％

209

66

1,043

1,318 71.5％

206

62

1,062

1,330 71.5％

資　産　合　計 1,807 1,843 1,860 負債・正味資産合計 1,807 1,843 1,860
各年度末人口→ 16,646人 16,566人 16,481人

○
３
年
間
の
経
年
変
化
を
見
る

と
、
有
形
固
定
資
産
の
う
ち
民

生
費
関
係
に
つ
い
て
は
、
平
成

16
、
17
年
度
に
お
け
る
統
合
保

育
園
建
設
事
業
に
よ
り
、
ま
た
、

商
工
費
関
係
に
つ
い
て
は
中
心

市
街
地
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
や
施
設
用
地
の
購
入
な
ど
に

よ
り
増
加
し
て
お
り
、
財
政
調

整
基
金
（
預
金
）
な
ど
の
流
動

資
産
を
合
わ
せ
る
と
資
産
合
計

で
は
、
５
万
３
千
円
の
増
額
と

な
り
ま
し
た
。

○
こ
れ
ら
の
資
産
形
成
に
対
し

て
、
地
方
債
（
借
金
）
な
ど
の

負
債
が
２
万
６
千
円
増
え
、
正

味
資
産
＝
国
・
県
の
補
助
金
や

町
税
な
ど
の
一
般
財
源
で
２
万

７
千
円
を
使
っ
た
形
と
な
っ
て

い
ま
す
。
地
方
債
残
高
は
、
一

人
当
た
り
４
３
万
１
千
円
で
す

が
、
将
来
負
担
額
は
地
方
債
残

高
か
ら
現
金
・
預
金
高
を
引
き

ま
す
の
で
２
８
万
７
千
円
と
な

り
ま
す
。
こ
の
地
方
債
の
取
扱

い
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
健
全

な
財
政
運
営
を
維
持
す
る
た
め
、

新
発
債
の
発
行
や
公
債
費
比
率

に
留
意
す
る
と
と
も
に
、
基
金

の
活
用
や
繰
上
げ
償
還
な
ど
計

画
的
な
運
用
を
図
り
ま
す
。

　

町
の
行
財
政
状
況
を
よ
り
わ
か
り

易
く
説
明
す
る
た
め
、
総
務
省
の
作

成
基
準
に
基
づ
き
、
平
成
17
年
度
決

算
統
計
な
ど
の
数
値
に
よ
り
バ
ラ
ン

ス
シ
ー
ト
及
び
行
政
コ
ス
ト
計
算
書

を
作
成
し
ま
し
た
。

　

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
は
町
の
資
産
、

負
債
な
ど
の
状
況
を
明
ら
か
に
す
る

も
の
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
行
政
コ

ス
ト
計
算
書
は
企
業
会
計
で
い
う
損

益
計
算
書
に
あ
た
る
も
の
で
、
い
く

ら
の
収
益
が
あ
っ
て
、
そ
れ
を
生
み

出
す
た
め
に
い
く
ら
の
費
用
が
か
か

っ
た
か
、
そ
の
結
果
、
損
益
が
い
く

ら
で
あ
っ
た
か
を
知
る
も
の
で
す
。

た
だ
し
、
行
政
コ
ス
ト
計
算
書
は
損

益
が
目
的
で
は
な
く
、
人
的
サ
ー
ビ

ス
や
各
種
給
付
な
ど
資
産
形
成
に
つ

な
が
ら
な
い
当
該
年
度
の
行
政
サ
ー

ビ
ス
に
い
く
ら
か
か
っ
た
か
と
い
う

よ
う
に
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
受
け
る

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
コ
ス
ト
（
経
費
）

に
重
点
が
置
か
れ
た
も
の
で
す
。

坂
城
町
の

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト

行
政
コ
ス
ト
計
算
書

平成17年度普通会計決算から
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平成１６年度 平成１７年度
　項　　目 総　額 一人当たり 構成比 総　額 一人当たり 構成比
議　会　費 104,244 6 2.1% 102,705 6 2.0%
総　務　費 774,741 47 15.7% 718,589 44 14.1%
民　生　費 1,281,935 77 25.8% 1,302,160 79 25.5%
衛　生　費 318,248 19 6.4% 412,611 24 8.1%
労　働　費 32,922 2 0.7% 30,552 2 0.6%
農林水産業費 279,216 17 5.6% 257,102 16 5.0%
商　工　費 206,971 12 4.2% 216,796 13 4.2%
土　木　費 843,561 51 17.0% 856,504 51 16.8%
消　防　費 251,675 16 5.1% 282,004 18 5.5%
教　育　費 653,581 39 13.2% 659,686 40 12.9%
公　債　費 167,366 10 3.3% 157,294 10 3.1%
そ　の　他 47,150 3 1.0% 108,618 6 2.2%
合　　　計 4,961,610 299 100.0% 5,104,621 309 100.0%
人　　　口 16,566 人 16,481 人 

区　　分 経費の内訳 Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１７総額 構成比

人にかかる
コ　ス　ト

人件費、
退職給与引当金繰入等

７５ ７6 ７５ 1,236,802 24.2％

物にかかる
コ　ス　ト

物件費、維持補修費、
減価償却費

１１３ １１４ １１６ 1,914,338 37.5％

移転支出的
な コ ス ト

扶助費、補助費等、
繰出金、普通建設事業費

８５ ９６ １０２ 1,690,198 33.1％

そ の 他 の
コ　ス　ト

災害復旧費、公債費の
利子分、不納欠損額

１２ １３ １６ 263,283 5.2％

合　計 ２８５ ２９９ ３０９ 5,104,621 100％

目的別行政コスト　民生費25.5％、土木費16.8％

○移転支出的なコスト（他の主体に移転して効果が出てくるもの）が大きく伸びていますが、こ
れは主に民生費に係る扶助給付、団体などへの負担金補助、老人保健や下水道の特別会計への繰
出金の増額によるものです。

○全体的には前年度と比較して１万円増の３０万９千円で、行政コストは増加傾向にありますが、
現在進めている町行財政改革推進計画（集中改革プラン）により、人件費や物件費など経常経費
の削減に鋭意取り組んでいます。今後も「最小の経費で最大の効果・サービス」をあげるべく努
力し、公表内容についてもさらに充実を図ります。

○目的別でコストが一番かかっているのは、民生費で25.5％を占めています。これは、乳幼児の医
療費や児童手当などの扶助費や国民健康保険、老人保健特別会計などへの繰出金が多いためです。

○増加項目の衛生費については、主に一部事務組合（葛尾組合）への負担金の増額、その他の内容は
突発的な災害復旧費によるものですが、社会福祉事業の充実や防災対策の強化などにより民生費、
消防費、教育費なども増加傾向にあります。

一人当たりの行政コスト　30万9千円　 （単位：千円）

（単位：千円）
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国 保

　平成17年度の国民健康保険の医療費総額は、24億
2,110万円で、前年度に比べ7.9％と大幅な増となりまし
た。内訳は、一般は7.3％、退職は10.0％、老人にいたっ
ては制度改正に伴う対象者の減にもかかわらず、7.2％の
増となっています。
　また、一人あたりの医療費を県下81市町村で比較する
と、坂城町は高い方から一般は38位、退職は24位、老人
にいたっては３位となっており、全体では26位（昨年46
位）となっています。

　がんや心筋梗塞、高血圧など、生活習慣病の危険性が急
激に高くなるのは、働き盛りの40歳代からです。生活習
慣病は、自覚症状が現れてからでは手遅れになるケースが
多いので、日頃からの健康管理が大切です。年に一回は積
極的に健康診査を受け、自己の健康管理に努めましょう。

　国民健康保険では、被保険者の人間ドック受診時の負担
軽減のため、３時間ドックで１万３千円、１泊２日ドック
で１万５千円を補助します。
　補助金の申請は、保健センターが窓口になっていますの
で、領収証を添えて申請してください。

　医療機関で受診するときは、必ず保険証を提示しましょ
う。また、昭和7年10月1日以降に生まれた方で、70歳に
なられた方は高齢受給者証も忘れずにお持ちください。

☆年に一度は健康診査を

☆医療機関で受診のときは必ず保険証を提示しましょう

☆国保の届け出は忘れずに

☆人間ドックの受診には補助金があります

…17年度医療費は一般・退職・老人共に大幅増加となっています…
●坂城町における医療費の年度別推移

0

500,000

1,000,000

1,500,000

2,000,000

2,500,000

１６年度 １７年度１５年度１４年度１３年度１２年度

510,725510,725

305,432305,432

1,137,9901,137,990

527,037527,037

294,296294,296

1,133,6001,133,600

508,834508,834

325,984325,984

1,215,9601,215,960

517,985517,985

408,148408,148

1,287,1481,287,148

510,725

305,432

1,137,990

527,037

294,296

1,133,600

508,834

325,984

1,215,960

517,985

408,148

1,287,148

564,808564,808

459,203459,203

1,219,8531,219,853

564,808

459,203

1,219,853

607,919607,919

505,063505,063

1,308,1241,308,124

（単位：千円）

■一般　　■退職　　■老人

●一人あたり医療費の推移（国保全体）

１６年度１５年度１４年度１３年度１２年度
300,000

310,000

320,000

330,000

340,000

350,000

360,000

370,000

380,000

390,000

（単位：円）

■市町村の平均　　■坂城町

355,106

345,395
347,531

362,833

330,009

341,649

337,366

342,120

363,791

349,598

１７年度

390,879

364,892

「重複受診」は、思わぬ副作用が
起こる場合もあります

　ひとつの病気でいくつものお医者さんを渡り歩
く「重複受診」は、何度も同じ検査や治療をした
り、いろいろな薬をもらったりしますので、必要以
上に医療費がかかることになります。また、複数
の薬を同時に使用することで、思わぬ副作用が起
こる場合もあります。
　重複受診をしないためにも、信頼できる「かか
りつけ医」をもち、普段から健康について何でも
相談するようにしましょう。

自分でつくりましょう自分でつくりましょう自分でつくりましょう自分でつくりましょう自分でつくりましょう自分の健康は自分で守り、自分の健康は自分で守り、

6

　国民健康保険に加入するときや、喪失するときなどには、必ず14日以内に届け出をしましょう。
　◆加入の届け出が遅れると…
　　資格が発生した月までさかのぼって保険税を納めることになります。
　◆喪失の届け出が遅れると…
　　うっかり国保の保険証を使ってお医者さんにかかると、国保で負担した医療費を返していただくこと
になります。 

体を動かして、心身ともにリフレッシュ
　身体活動量が多い人や、定期的に運動をしてい
る人は、糖尿病や心臓病、高血圧などの病気にか
かりにくいといわれています。運動はストレス解消
にも大変効果があり、心身ともに健康を保つため
には欠かせない要素なのです。
　スポーツが苦手という人は、通勤や家事など日
頃の活動の中で体を動かすことから始めてみては
いかがですか。
　大切なのは、無理なく自分のペースで続けるこ
とです。
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老人保健

　坂城町の平成17年度老人医療平均対象者
数は2,484人で前年度より95人減に対して、
老人保健医療費の総額は18億6,863万円で
約１億円の増額になっています。
　一人あたりの医療費は752,267円で前年
度に比べ約10％の増加です。これは県下
81市町村の中で３番目に高い金額です。日
頃から健康づくり・生きがいづくりに取り
組み、上手な受診を心がけていきましょう。
　また、お医者さんにかかるときは、必ず
健康保険証、健康手帳、医療受給者証を提
示しましょう。

☆一人あたりの医療費は752,267円

　医療費の支払には1ヵ月ごとの自己負担限度額が決められており、これを超えた支払いは、高額医療費
として後から支給になります。高額医療費の該当になる方には、受診から3ヵ月後以降に通知をしますの
で申請してください。申請は１回だけです。２回目以降該当する方には直接口座へ振り込みます。

○一ヶ月の自己負担限度額
所得区分 外来だけの場合（個人ごと） 外来＋入院の場合（世帯ごと）

一定以上所得者 ４４，４００円 80,100円＋医療費が267,000円を超えた
場合は、超えた分の１％を加算

一　　　　　般 １２，０００円 ４４，４００円
低　所　得　Ⅱ ８，０００円 ２４，６００円
低　所　得　Ⅰ ８，０００円 １５，０００円

一定以上所得者…医療受給者証の一部負担金の割合が【３割】と記されています。
一　　般…医療受給者証の一部負担金の割合が【３割 ※自己負担限度額は「一般」適用】と記されている方、または一定

以上所得者・低所得Ⅱ・低所得Ⅰに該当しない方
低所得Ⅱ…町民税非課税世帯(地方税法上の個人住民税に係る経過措置対象者※１を除く)に属する方で、低所得Ⅰ以外の

方です。
　　　　　※１…前年の合計所得金額が125万円以下で、平成17年1月1日現在において65歳以上の方
低所得Ⅰ…町民税非課税世帯に属する方で世帯全員の所得が０円となる方（年金の控除額は80万円として計算）。

☆医療費が高額になったら

500,000 550,000 600,000 650,000 700,000 750,000 800,000

●一人あたり医療費の推移 ※（　）内は県内順位

■市町村の平均　■坂城町

17年度（３位）

16年度（８位）

15年度（４位）

14年度（７位）

13年度（11位） 602,141
637,455

596,480
651,649

612,042
686,690

634,872
683,479

673,049
752,267

【単位：円】

　低所得Ⅰ・低所得Ⅱに該当する方は入院時の医療にかかる自己負担金額、および食事代が減額となります。
その際【限度額適用・標準負担額減額認定証】が必要ですので、入院する前に役場福祉課の窓口で申請してく
ださい。

☆入院医療費が減額に

自分でつくりましょう自分でつくりましょう自分の健康は自分で守り、自分の健康は自分で守り、自分の健康は自分で守り、自分の健康は自分で守り、自分の健康は自分で守り、
　75歳（一定の障害のある人は65歳）以上の人と、昭和7年9月30日以前に生まれた人がお医者さんなど
にかかるときは「老人保健制度」で医療を受けます。お年寄りの方が病気になっても、安心して医療が受
けられるように国民みんなで医療費を負担しあっていく制度です。

こんなとき 届け出に必要なもの いつまでに
65歳以上75歳未満の人が
重度心身障害者になったとき

身体障害者手帳、あるいは国民年金証書または
医師の診断書および健康保険証

すみやかに

転　　出 健康手帳・医療受給者証 転出するときに
転　　入 健康保険証・負担区分等証明書 14日以内
死　　亡 健康手帳・医療受給者証 14日以内
転　　居 健康手帳・医療受給者証 14日以内

加入保険が変わったとき 健康保険証・医療受給者証 14日以内
＊本人以外の方の届け出は印鑑が必要です。

☆こんなときには届け出を
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宮入小左衛門
行平（恵）さん

　

公
益
の
た
め
私
財
を
寄
附
し
た
方
に
贈
ら
れ
る

紺
綬
褒
章
が
、
宮
入
小
左
衛
門
行
平
（
恵
）
さ
ん
、

宮
入
鏡
さ
ん
、
小
宮
山
節
さ
ん
、
宮
入
映
さ
ん
に

授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

４
名
の
方
は
、
人
間
国
宝
の
故
宮
入
行
平
刀
匠

の
ご
遺
族
で
、
刀
匠
が
作
っ
た
刀
の
ほ
か
、
収
集

さ
れ
た
絵
画
、
彫
刻
、
陶
器
な
ど
多
数
の
遺
品
を

町
の
「
鉄
の
展
示
館
」
に
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
す
。

叙 

勲

組　合　名 夫 妻
金 　 　 井 　 1 3
町 横 尾 1 8 - 2
町 横 尾 1 8 - 3
町 横 尾 1 8 - 3
中 之 条 ３
中 之 条 ８
中 之 条 ８
中 之 条 1 0
中 之 条 2 3
中 之 条 2 7
四 ツ 屋 ２
四 ツ 屋 ２
四 ツ 屋 ４
四 ツ 屋 ５
御 所 沢 ３

塩 入 孝 次
宮 下 文 男
中 島 晴 一
箱 山 忠 一
塚 田 泰 樹
西 澤 長 雄
柳 澤 　 久
中 島 　 基
中 曽 根 芳 美
桂 　 喜 重
池 田 一 重
小 林 昭 美
林 　 信 男
中 曽 根 一 臣
滝 澤 　 傳

安 子
アキ子
けさ江
登志子
惠 代
みちゑ
エ ミ
釆 女
みちえ
和 子
邑 子
美智子
幸 代
嘉 代
幸 子

組　合　名 夫 妻
御 所 沢 ３
田 町 ２
旭 ヶ 丘 ４
北 日 名 ２
北 日 名 ３ 下
北 日 名 ４
新 町 ３
網 掛 　 東 原
網 掛 　 西 原
月 見 ５
上 五 明 向 村
上 平 第 一
上 平 　 島
上 平 　 新 堀 上

古 沢 友 定
山 森 勝 英
北 澤 今 朝 美
春 日 芳 多 賀
池 田 喜 三 郎
西 沢 生 吉
竹 鼻 　 茂
児 玉 辰 美
塩 野 入 達 夫
細 田 利 夫
川 嶋 貞 司
小 出 陽 三
宮 下 修 一 郎
滝 田 良 文

みち子
周 子
豊 子
サトリ
みよ志
悦 子
國 子
かず子
ノ ブ
智 子
かず子
靜 子
英 子
すみ子

◎
金
婚
者
【
敬
称
略
】

金
婚
式

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

ご
夫
婦
仲
良
く
、

い
つ
ま
で
も
お
幸
せ
に 　11月21日（火）、第37回坂城町金婚式が坂城テクノセンター

において開催されました。
　今年は29組のご夫婦が結婚50周年を迎えられました。

宮入　鏡 さん小宮山 節 さん
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誰
も
が
、
住
み
な
れ
た
地
域
の
な

か
で
、
人
権
を
尊
重
さ
れ
、
持
て
る

力
を
発
揮
し
て
、
生
き
が
い
と
や
す

ら
ぎ
の
あ
る
生
活
を
送
り
た
い
と
願

っ
て
い
ま
す
。

　

社
会
福
祉
、
青
少
年
、
障
害
者
、

学
校
な
ど
の
各
関
係
団
体
が
連
携
を

深
め
、
町
民
の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り

が
共
に
認
め
合
い
、
支
え
合
う
人
権

感
覚
を
養
い
、
福
祉
に
対
す
る
理
解

を
深
め
、
明
る
く
住
み
よ
い
人
権
・

共
生
の
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
を
目
指

し
て
本
集
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

12
月
15
日
（
金
）

　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時

場
所　

坂
城
中
学
校
体
育
館

【
内
容
】

式
典　

午
後
１
時
〜
１
時
30
分

大
会
行
事

１
．私
の
提
言（
福
祉
の
現
場
か
ら
）

　
　

１
時
40
分
〜
２
時
20
分

　
　

山
田
留
美
子
さ
ん
（
さ
か
き
美

山
園
施
設
長
）

　
　

松
井
清
和
さ
ん
（
宝
池
月
影
寮

施
設
長
）

２
．
記
念
講
演　

２
時
30
分
〜
４
時

　
　

演
題　

ふ
る
里
か
ら
世
界
へ　

　
　

「
一
本
の
道
」

　
　

講
師　

原
田
泰
治
さ
ん（
画
家
・

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
）

※
駐
車
場
は
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、

な
る
べ
く
乗
り
合
わ
せ
て
お
越
し

く
だ
さ
い
。

※
上
履
き
は
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

・
福
祉
課
福
祉
係

　

☎
８
２
│
３
１
１
１

（
内
線
１
３
２
・
１
３
６
）

　

有
線
８
８
│
１
０
２
８

・
隣
保
館

　

☎
・
有
線
８
２
│
６
６
０
３

・
坂
城
町
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
・
有
線
８
２
│
２
５
５
１

人
権
を
尊
重
し

豊
か
な
福
祉
の
心
を
育
む
町
民
集
会

〜
共
に
認
め
合
い
、
共
に
支
え
合
う
社
会
を
め
ざ
し
て
〜

①
年
度
の
途
中
、
介
護
保
険
料
を

年
金
か
ら
差
し
引
け
な
く
な
っ

た
と
き

例
え
ば
…

・
現
況
届
け
の
出
し
忘
れ
な
ど
で
、

年
金
が
一
時
的
に
差
し
止
め
と

な
っ
た

・
借
入
の
返
済
に
年
金
を
充
て
た

・
あ
な
た
の
介
護
保
険
料
が
減
額

に
な
っ
た

こ
の
場
合
…

差
し
引
け
な
く
な
っ
た
年
度

残
額
を
納
付
書
で
納
め
て
い
た

だ
き
ま
す
。

翌
年
度

年
金
か
ら
の
差
し
引
き
を
再
開
し
、

併
せ
て
納
付
書
で
納
め
て
い
た
だ

く
場
合
が
あ
り
ま
す
。
（
二
重
納

付
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
）

②
年
金
か
ら
の
差
し
引
き
は
そ
の
ま

ま
、
納
付
書
で
納
め
て
い
た
だ
く

と
き

例
え
ば
…

・
あ
な
た
の
介
護
保
険
料
が
増
額
に

な
っ
た

こ
の
場
合
…

増
額
分
の
み
納
付
書
で
納
め
て
い

た
だ
き
ま
す
。
（
二
重
納
付
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
）

☆
町
・
社
会
保
険
庁
か
ら
の
通
知
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
必
ず
ご
覧
く
だ
さ

い
さ
い

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課
税
務
係

　

☎
８
２
│
３
１
１
１

　

（
内
線
１
４
３
）　

　

有
線
８
８
│
１
０
３
３

介
護
保
険
料
を
納
め
て
い
た
だ
く
方
法

年
金
か
ら
差
し
引
か
れ
て
い
る
は
ず
で
は
…
？

次
の
よ
う
な
場
合
、
一
時
的
に
納
付
書
で
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す

65
歳
以
上
の
方
に
は
、
次
の
２
通
り
の
方
法
に
よ
っ
て

納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

町
か
ら
お
送
り
す
る
納
付
書

を
、
金
融
機
関
等
の
窓
口
に
お

持
ち
い
た
だ
い
て
納
め
て
い
た

だ
く
方
法
で
す
。
（
ご
依
頼
に

よ
り
自
動
引
き
落
と
し
の
口
座

振
替
も
行
い
ま
す
。
）

年
金
の
年
額
が

　
　
　
　

18
万
円
以
上
あ
る
方

　

年
金
か
ら
の
差
し
引
き
と
な

り
ま
す
。
（
支
払
わ
れ
る
年
金

は
、
介
護
保
険
料
を
す
で
に
差

し
引
い
た
額
と
な
り
ま
す
。
）

納
付
書
で（
普
通
徴
収
）

年
金
か
ら（
特
別
徴
収
）

65歳以上の方へ

納め忘れていませんか？

介護保険料

原
田
泰
治
さ
ん
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平成17年度

人事行政の運営等の状況
坂城町では、毎年、町の職員の給与などを公開しています。昨年３月には「坂城町人事行政の運営等
の状況に関する条例」を制定して、職員の給与や勤務条件などの人事行政の運営状況等についての公
表を義務付けました。
本年も人事行政の運営状況を町民の皆さんにお知らせし、その公平性と透明性を高めることを目的と
して公表します。

1.職員の任免及び職員数に関する状況
⑴ 職員の採用・退職の状況（H17.4.2～H18.4.1） 単位：人

職　　種 H17.4.1現在 退職
者数

採用
者数 H18.4.1現在

一般事務職 1 1 8 1 2 1 1 9
技　術　職 6 ─ ─ 6
保　健　師 4 ─ ─ 4
保　育　士 2 3 1 1 2 3
技能労務職 1 ─ ─ 1
合　　　計 1 5 2 2 3 1 5 3

⑵ 部門別職員数の状況と増減（分類は定員管理調査による）

部　門
職　員　数

増減数 増　減　理　由
17年度 18年度

議会事務局 2 2 ─
総　　　務 3 1 3 2 1 事務増
税　　　務 1 0 1 0 ─
民　　　生 3 7 3 7 ─
衛　　　生 1 1 1 1 ─
労　　　働 1 1 ─
農 林 水 産 1 2 1 2 ─
商　　　工 7 7 ─
土　　　木 1 3 1 3 ─
教　　　育 1 9 1 9 ─
下　水　道 4 4 ─
国民健康保険 3 3 ─
介 護 保 険 2 2 ─
合　　　計 1 5 2 1 5 3 1

2.職員の給与の状況
⑴ 人件費の状況（H17年度普通会計決算額）
住民基本台帳人口
(18.3.31現在)

歳出額
（A） 実質収支 人件費

（B）
人件費率
（B/A）

16,481人 6,303,799
千円

47,141
千円

1,269,404
千円 20.14

※人件費とは、特別職の給料や報酬、職員の給料・手当・共済費等です。
※ 特別職とは、町長･助役・収入役・町議会議員・農業委員会委員・教育委
員会委員・監査委員・選挙管理委員会委員・消防団員及び各種審議会委員
などをいいます。

⑵ 職員給与費の状況（H18年度普通会計当初予算）

職員数
（A）

給与費（千円） 1人当たり
の給与費
（B/A）給　料 職員手当 期末・勤勉手当 計（B）

138人 573,807 83,576 234,188 891,571 6,460千円
※ 職員手当とは、扶養手当・管理職手当・時間外勤務手当・宿日直手当・通
勤手当などで、退職手当は含まれていません。

⑶ 職員の平均給料・平均給与月額及び平均年齢
 （H18年4月1日現在）

区
分

一　般　行　政　職 技　能　労　務　職
平均給料
月　　額

平均給与
月　　額

平均
年齢

平均給料
月　　額

平均給与
月　　額

平均
年齢

町 349,180円 391,500円 43歳
10月 391,500円 424,890円 57歳

10月

県 374,917円 418,453円 42歳
9月 344,964円 362,465円 46歳

 0月

国 328,477円 381,212円 39歳
3月 － － －

※ 一般行政職とは、税務職員・保健師・企業職員（下水道）・技能労務職な
どを除いた職員をいいます。

※技能労務職とは、調理技手などをいいます。

⑷ 職員の初任給の状況（H18年4月1日現在） （円）

区　　分

坂城町 県 国

決定
初任給

採用2
年経過
日の給
料額　

決定
初任給

採用2
年経過
日の給
料額　

決定
初任給

採用2
年経過
日の給
料額　

一
般
行
政
職

大学卒 170,200 178,600 170,200 178,600 170,200 178,600

高校卒 138,400 144,100 138,400 144,100 138,400 144,100

※初任給は、試験採用に係るものです。

⑸ 職員の経験年数別・学歴別平均給料額の状況
　　　　　　　　　　　　　　（H18年4月1日現在） （円）

区　分 経験年数7年
以上10年未満

経験年数10年
以上15年未満

経験年数15年
以上20年未満

一
般
行
政
職

大学卒 240,600 293,400 330,500

高校卒 － 260,500 276,800

※ 経験年数とは、卒業後直ちに採用され、引き続き勤務している場合は、採
用後の年数をいうものです。

⑹ 一般行政職の級別職員数の状況（H18年4月1日現在）
区分 1級 2級 3級 4級 5級 6級

計標準的な
職務内容

主事補
技師補

主 事
技 師

係 長
主 査
主 任

課 長
主 幹
技 幹

副参事 参事

職員数
（人） － 8 46 38 7 8 107

構成比
（％） 0.0 7.5 43.0 35.5 6.5 7.5 100.0

※ 「坂城町一般職の職員の給与に関する条例」に基づく給料表の級区分によ
る職員数です。

※標準的な職務内容は、それぞれの級に該当する代表的な職名です。
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⑺ 昇給期間短縮の状況 （H17年度）

区　分
合　計

代表的な職種

職員数152人（A） 一般行政職
107人

技能労務職
1人

普通昇給期間（12月）
を短縮して昇給した
職員数　　　（B）

0人 0人 －

比　　率　（B／A） 0.0％ 0.0％ －

⑻ 職員手当の状況
区分 坂　　　城　　　町 国

期末
及び
勤勉
手当

17年度支給割合
　　　  期末手当 勤勉手当
6月期  1.40月分  0.71月分
12月期  1.60月分  0.71月分
　計　  3.00月分  1.42月分

　　　  期末手当 勤勉手当
6月期  1.40月分  0.71月分
12月期  1.60月分  0.71月分
　計　  3.00月分  1.42月分

職制上の段階、職務の級等による加算措置 有

退職
手当

支給率 自己都合 勧奨・定年
勤続20年 21.00月分 27.30月分
勤続25年 33.75月分 42.12月分
勤続35年 47.50月分  59.28月分
最高限度額 59.28月分 59.28月分

支給率 自己都合 勧奨・定年
勤続20年 21.00月分 27.30月分
勤続25年 33.75月分 42.12月分
勤続35年 47.50月分  59.28月分
最高限度額 59.28月分 59.28月分

退職時特別昇給 勧奨の場合（勤続15年以上59歳未満）2号俸

区　　　　　分 全　職　種

特殊勤務手当
17年度

職員全体に占める手当支給
職員の割合 21.1％

支給対象職員1人当たりの
平均支給年額 19,562円

手当の種類（手当数） 12種

代表的な手当の名称

税務手当
廃棄物及び汚物等
処理手当
用地交渉手当

給食調理危険手当

時間外勤務手当
（17年度）

支　給　総　額 42,369千円
職員１人当り支給年額 278千円

※ 選挙投・開票事務の手当も含まれています。

区　分 内　　　　　容 国の制度
との同異

国の制度と
異なる内容

扶養手当 扶養親族のある職員に支
給されます 同じ ─

住居手当

借家又は借間に居住し、
一定額以上を超える家賃
を支払っている職員、及び
自己が所有する家に居住
する職員に支給されます

同じ ─

通勤手当
通勤のために交通機関等
を利用して、その運賃等
を負担することを常例と
する職員に支給されます

同じ ─

⑼ 特別職の報酬等の状況 （H18年4月1日現在）

区　　分 月　　額 減額後の月額

給　料
町　長 810,000円 745,000円
助　役 670,000円 636,000円
収入役 635,000円 603,000円

報　酬
議　長 340,000円 329,000円
副議長 243,000円 238,000円
議　員 224,000円 219,000円

⑽ 人件費の抑制
　 　特別職の給料及び町議会議員の報酬や課長などの管理職手
当について、特例措置により減額を行っています。これによ
り、平成18年度では、約5,500千円の人件費が減額される
こととなります。
　○ 特別職の減額内容　給料月額・報酬月額の引き下げ【右記
下⑼のとおり】

　○一般職の減額内容　管理職手当を10％引き下げ

3.職員の勤務時間その他の勤務条件の状況
⑴ 職員の勤務時間
開始時刻 終了時刻 休息時間 休憩時間

午前8時30分 午後5時15分 午前10時～午前10時15分
午後 3時～午後 3時15分 午後0時15分～午後1時

⑵ 有給休暇の状況
制　度　の　概　要 平均取得日数

１年につき20日付与
※付与された翌年に限り繰越可能（最大40日） 6.4日

⑶ 育児休暇の状況
取得者数 取　　得　　期　　間

2人
3ヶ月以内 3～6ヶ月 6～12ヶ月 1～3年
－ － 1人 1人

4.職員の分限及び懲戒処分の状況
分　限　処　分　者 懲　戒　処　分　者

免職 休職 降任 降給 計 免職 停職 減給 戒告 計

─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ̶
※分限処分とは、職員がその職責を十分に果たすことができない場合に行わ
れる処分で、公務能率の維持を目的として行われます。

※懲戒処分とは、職員の一定の義務違反に対する道義的責任を問うための処
分で、公務における規律と秩序を維持することを目的として行われます。

5.職員の服務の状況
⑴ 営利企業従事制限にかかる許可の状況
申請件数 許可件数 内　　　　　　容
156件 156件 消防団員・国勢調査等統計調査員

6.職員の研修の状況
研　修　区　分 講座数 受講者数 内　　　　容
市町村職員研修センター主催研修 10 18 政策法務研修など
長野広域連合職員共同研修 2 3 管理職員共同研修など
全職員対象研修 3 155 不当要求防止責任者講習など
専門研修 7 11 介護支援専門員実務研修など

計 22 187

7.職員の福祉及び利益の保護の状況
⑴ 職員の定期健康診断の状況

健　康　診　断　の　種　類 受診者数
定期健康診断（健康スクリーニング） 27人
人間ドック 119人
⑵ 公務災害補償の認定状況

区　　　分 認定件数
公務災害 2件
通勤災害 －

8.勤務条件に関する措置の要求の状況
　　　要求件数　なし

9.不利益処分に関する不服申し立ての状況
　　　申し立て件数　なし
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　有線８２－６３４９

期日
　席書大会：１月４日（木）
　書初展：１月５日（金）、６日（土）
場所　文化センター体育館（席書大

会）　大会議室（書初展）
※小中学生は、各学校で取りまとめ

ます。
◎問い合わせ先
　文化センター内公民館
　☎８２－２０６９
　有線８２－６６３７

日時　12月９日（土）
　　　午後６時開場　６時30分開演
場所　坂城テクノセンター
入場料　無料
曲目
　クリスマスソング
　ジャパニーズグラフィティー
　涙そうそう
　ほか
★団員募集★
　坂城町吹奏楽団では団員を募集し
ています。演奏経験がない方でもか
まいません。私たちと一緒に吹奏楽
を楽しんでみませんか。トランペッ
ト、トロンボーン、クラリネット、
その他の方を募集します。
◎問い合わせ先
　神田吉友さん　☎８２－６６７７
　FAX８２－４３９９

　親が亡くなってしまった、病気で育
てられない…さまざまな理由から、親
と一緒に暮らせないお子さんたちがい
ます。そんなお子さんを家族の一員と
して迎え入れ、温かい愛情のなかで育
てていただける方はいませんか。
　お子さんを自分たちの家庭に預か
って養育することを希望される方に
ついて、県が審査を行い『里親』と
して認定し登録します。
　詳しくは、お近くの児童相談所ま
でお問い合わせください。
◎問い合わせ先
　中央児童相談所
　☎（０２６）２２８－０４４１

受講料　３，０００円
定員　20人
持ち物　水着、スイミングキャップ、
バスタオル、健康スクリーニングな
どの健康診断の結果書、筆記用具
申込締切　１月４日（金）
◎申込・問い合わせ先
　びんぐし湯さん館
　☎・有線８１－７０００

期日　１月１日（月）
場所　文化センターグランド
　　　（スタート・ゴール）
クラス
☆ゆっくり走ろうペアコース
　（1.5km）
☆小学生、中学生、一般の部
　（1.5km、３km、６kmから選択）
時間
　受　　付：午前９時30分
　開 会 式：10時10分
　競技開始：10時30分
申込締切　12月15日（金）
※小中学生は、各学校で取りまとめ

ます。
※雨天や雪の場合も実施しますが、

その場合の受付場所は武道館に変
更になります。
◎申込・問い合わせ先
　文化センター内
　生涯学習課スポーツ振興係
　☎８２－２０６９
　有線８２－６３４９

期日　１月28日（日）
場所　菅平高原パインビーク
参加資格　小学４年生以上の町内在

住者及び町内勤務者
※親子での参加も大歓迎
予定定員　80人
指導者　町内スキー愛好者などの皆

さん
申込開始　１月５日（金）
※小中学生は、各学校を通じて申込

書を配布します。なお、定員に達
し次第締め切ります。
受講料　小中学生　　３,５００円
　　　　中学生以上　５,０００円
　　　　　　　（リフト券代含む）
◎申込・問い合わせ先
　文化センター内
　生涯学習課スポーツ振興係
　☎８２－２０６９

　Web2.0が突きつける
　　　　　　　県内企業の未来

日時　12月13日（水）
　　　午後２時30分～５時30分
場所　長野大学
【内容】
・講演「地域企業とWeb2.0」
　　講師　坪田知己さん
　　　　（日経メディアラボ所長）
・長野大学の地域連携フレーム
　　高橋　進さん（長野大学企業情

報学部長就任予定者）
・パネルディスカッション
　「Web2.0により県内企業の未来

はどう変わるか」
　　パネリスト
　　杉浦正和さん（長野県中小企業

振興センター新事業支援チー
ム総括専門幹）

　　高橋　進さん
　　土屋正弘さん（エプソンアヴァ

シス会長・長野大学理事）
　　中小企業経営者（予定）
　　コメンテーター　坪田知己さん
主催　長野大学
共催　長野県中小企業振興センター、

上田市、東御市、坂城町
◎問い合わせ先
　長野大学地域連携センター
　☎３９－０００７

【日程】
１月11日（木）
　　　健康チェック　水中運動
　　16日（火）
　　　健康相談　水中運動
　　23日（火）　水中運動
　　30日（火）　水中運動
２月６日（火）　水中運動
　　15日（火）
　　　健康チェック　水中運動
　　20日（火）　水中運動
　　27日（火）　水中運動
３月６日（火）　水中運動
　　15日（木）健康相談　講演
時間　午後１時30分～
場所　びんぐし湯さん館
　　　運動浴室

スキー・スノーボード教室

第40回席書大会・書初展
新年の決意をのびのびと書こう

里 親 さ ん 募 集

坂城町消防音楽隊・吹奏楽団
クリスマスコンサート

長野大学
企業情報学部2007年開設
企業情報セミナー

びんぐし湯さん館
いきいき水中健康教室
第Ⅲ期受講生募集

第36回元旦マラソン大会
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　☎８２－３１１１（内線１７４）
　有線８８－１０４４

　経済産業省では、工業統計調査を
平成18年12月31日現在で実施します。
　工業統計調査は、製造業を営む事
業所を対象として、その活動実態を明
らかにすることを目的として調査します。
　調査結果は、国や地方公共団体の
行政施策の重要な基礎資料として利
用されるとともに、企業、大学など
での研究資料、小・中・高等学校の
教材など、広く利用されています。
　提出していただく調査票について
は、統計法に基づき調査内容の秘密
は厳守されますので、正確な記入を
お願いします。
◎問い合わせ先
　企画調整課広報情報係
　☎８２－３１１１（内線２２４）
　有線８８－１０１１

　長野広域連合で管理・運営してい
る特別養護老人ホームなどの高齢者
福祉施設などの今後のあり方につい
て、関係市町村の住民代表の皆さん
で構成する懇話会において、広域連
合長からの諮問に基づき検討してい
ます。懇話会が施設などの今後のあ
り方についてまとめた提言素案につ
いて、ご意見をお寄せください。
募集期間
　12月１日（金）～25日（月）
提出方法

住所、氏名、年齢、性別、電話番
号を記入のうえ、長野広域連合ま
たは役場福祉課に提出してくださ
い。様式は自由ですが意見・提案
用紙をご活用ください。なお、郵
送、ＦＡＸ、e-mailでも受け付け
ます（「意見・提案用紙」は長野
広域連合のホームページからダウ
ンロードできます）。

※提案素案は長野広域連合のホーム
ページか、役場福祉課窓口でご覧い
ただけます。
◎提出・問い合わせ
　〒380-0801 長野市箱清水1-3-8
　長野広域連合総務課施設担当
　 ☎（０２６）２５２－７０３２

　有線８８－１０２５
・葬祭場について
　葛尾組合　☎・有線82－２３４９

　12月は町県民税（第４期）及び国
民健康保険税、介護保険料（第６
期）の納付月です。
　納付書の場合は、納付期限までに
最寄りの金融機関で納入してくださ
い。口座振替は12月26日（火）が振
替日となります。
　納付方法、口座の変更などを希望
される方は、12月18日（月）までに
ご連絡ください。
◎問い合わせ先
　税務課収税係
　☎８２－３１１１（内線１４２）
　有線８８－１０３２

　平成19年・20年度一般競争（指名
競争）入札参加資格審査申請の受付
を、１月４日（木）から３月30日
（金）まで行います。参加希望の業
者は担当課へ提出してください。
　なお、参加申請を提出されないと、
競争入札に参加できませんのでご注
意ください。
◎提出・問い合わせ先
【建設事業関係】
　建設課管理住宅係
　☎８２－３１１１（内線１７４）
　有線８８－１０４４
【物品関係】
　総務課財政係
　☎８２－３１１１（内線２１５）
　有線８８－１００８

　町では、降雪による住民生活の低
下を防ぎ、非常の際の交通確保を図
るため、大雪の際には町除雪作業実
施要領により、町内建設業者や関係す
る皆さんのご協力をいただき、町内主
要幹線道路の除雪を実施しています。
　自宅の入口など身近な生活道路の
除雪について、地域の皆さんのご協
力をお願いします。
◎問い合わせ先
　建設課管理住宅係

※12月29日㈮～1月3日㈬は、葛尾組
合への直接持ち込みもできません。

※１月１日㈪の第１月曜日が収集
日となる「缶・びん・ペットボト
ル・有害ごみ」については、１月
22日㈪が振り替え収集日となり
ます。（御所沢・田町・横町・立
町・込山・日名沢・大宮地区）

※１月３日㈬の第１水曜日が収集
日となる「缶・びん・ペットボト
ル・有害ごみ」については、１月
10日㈬が振り替え収集日となり
ます。（旭ヶ丘・坂端・苅屋原・
新町・上五明地区）

※年末は大掃除などでごみが大量に
出る時期ですが、ごみの分別の徹
底をお願いします。

※年内収集の申込は12月20日㈬まで
です。年末は混み合いますので早
めにお申し込みください。
◎申込先
　㈱アクティブ（旧坂城清掃社）
　☎・有線８２－３６７５

※年内収集の申込は12月25日㈪まで
です。

※汚泥収集は初回の申込以降定期収
集となります。
◎申込先
　㈱アスター
　☎（０２６）２７３－２６１０

　12月29日（金）～12月31日（日）
　午前のみ受け入れ
　１月１日（月）終日休業
　１月２日（火）、３日（水）
　午前のみ受け入れ
◎問い合わせ先
・ごみ処理、し尿・家庭雑排水汚泥
の収集について

　住民環境課環境保全係
　☎８２－３１１１（内線１２５）

入札参加資格審査申請の受付

身近な生活道路の
除雪にご協力を

製造事業所の皆さんへ
工業統計調査にご協力を

年末年始は、年末年始は、
ごみ処理・し尿・ごみ処理・し尿・
雑排水汚泥収集、雑排水汚泥収集、
火葬業務が休業と火葬業務が休業と

なりますなります
ごみ収集処理業務の休業
12月30日㈯～1月3日㈬

し尿収集の休業
12月30日㈯～１月４日㈭

家庭用雑排水汚泥収集の休業
12月30日㈯～１月３日㈬

葛尾組合葬祭場の休業

町税等の納入
第4期の納付期限は

12月26日（火）です

長野広域連合高齢者福祉
施設等、今後のあり方に

関する意見募集
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燕

姉
妹
に
よ
る
中
国
箏
を
は
じ
め
、
歌
、

ピ
ア
ノ
、
フ
ル
ー
ト
に
よ
る
、
ポ
ッ

プ
ス
や
童
謡
な
ど
、
児
童
が
知
っ
て

い
る
身
近
な
名
曲
が
演
奏
さ
れ
ま
し

た
。

　

坂
城
小
学
校
で
は
、
児
童
た
ち
が

普
段
練
習
し
て
い
る
歌
「
大
き
な
の

っ
ぽ
の
古
時
計
」
を
皆
で
合
唱
す
る

な
ど
、
本
格
的
な
音
楽
を
生
で
体
験

で
き
る
素
敵
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

11
月
18
日
（
土
）
、
毎
年
恒

例
の
ね
ず
み
大
根
収
穫
体
験

「
ね
ず
み
大
根
!!
パ
ワ
ー
ア
ッ

プ
ツ
ア
ー
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

今
年
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、

多
く
の
参
加
者
が
集
ま
り
、
大

根
の
収
穫
を
体
験
し
ま
し
た
。

参
加
者
の
数
も
年
々
増
え
、
町

外
か
ら
も
遠
く
は
駒
ヶ
根
か
ら

来
た
方
も
い
ま
し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
方
は
「
毎
年
ね

ず
み
大
根
を
楽
し
み
に
し
て
い

る
」
と
、
袋
い
っ
ぱ
い
の
大
根

を
抱
え
、
笑
顔
で
話
さ
れ
ま
し

た
。

澤電機計器製作所
デミング賞受賞

西

▼授賞式当日の記念撮影

▶
賞
状
と
デ
ミ
ン
グ
メ
ダ
ル
を

手
に
し
た
西
澤
泰
輔
社
長

晴らしい音楽の
ひととき

素

年も盛況
ねずみ大根収穫体験

今
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自分でつくりましょう自分でつくりましょう自分の健康は自分で守り、自分の健康は自分で守り、
　

10
月
29
日
（
日
）
、
岐
阜
市
で

開
催
さ
れ
た
小
学
校
バ
ン
ド
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
東
海
地
区
大
会
へ
、

県
の
代
表
と
し
て
出
場
し
た
南
条

小
学
校
金
管
バ
ン
ド
部
の
皆
さ
ん

が
、
グ
ッ
ド
サ
ウ
ン
ド
賞
を
受
賞

し
、
全
国
大
会
へ
の
代
表
に
選
ば

れ
ま
し
た
。
東
海
地
区
大
会
へ
は

４
年
連
続
、
全
国
大
会
へ
の
出
場

は
今
回
が
初
め
て
で
す
。

　

そ
し
て
、
11
月
18
日
（
土
）
に

千
葉
市
幕
張
メ
ッ
セ
で
開
催
さ
れ

た
全
国
大
会
で
は
、
見
事
、
初
出

場
に
し
て
最
高
の
賞
に
あ
た
る

グ
ッ
ド
サ
ウ
ン
ド
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。
詳
し
く
は
次
号
広
報
さ
か

き
平
成
19
年
１
月
号
に
て
お
伝
え

し
ま
す
。

７
回
坂
城
町
大
菊
花
展

第10
月
29
日
（
日
）
か
ら
11
月
３
日

（
金
）
ま
で
、
Ｂ
．
Ｉ
プ
ラ
ザ
さ
か

き
に
お
い
て
第
７
回
坂
城
町
大
菊
花

展
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
町
内
の
菊

愛
好
家
の
皆
さ
ん
が
出
展
し
た
鉢
植

え
や
、
創
作
花
壇
な
ど
が
展
示
さ
れ
、

集
ま
っ
た
皆
さ
ん
は
会
場
い
っ
ぱ
い

に
飾
ら
れ
た
菊
の
花
と
香
り
を
楽
し

み
ま
し
た
。

特
別
賞 

受
賞
者
【
敬
称
略
】

坂
城
町
長
賞　

甲
田
孝
子（
四
ツ
屋
）

長
野
県
議
会
議
員
賞

　

塩
野
入
博
幸
（
網
掛
）

坂
城
町
議
会
議
長
賞

条小金管バンド部
ついに全国へ！

南

　

林　

静
子
（
四
ツ
屋
）

坂
城
町
教
育
長
賞

　

小
宮
山
敏
子
（
網
掛
）

ち
く
ま
農
業
協
同
組
合
代
表
理
事
組

合
長
賞　

金
子
袈
裟
幸
（
網
掛
）

坂
城
町
商
工
会
長
賞

　

中
城
八
郎
（
中
之
条
）

坂
城
郵
便
局
長
賞

　

宮
下
忠
明
（
入
横
尾
）

坂
城
町
農
業
委
員
長
賞

　

滝
沢
征
子
（
御
所
沢
）

テ
ク
ノ
ハ
ー
ト
坂
城
協
同
組
合
理
事

長
賞　

塚
田
利
次
（
上
五
明
）

坂
城
町
菊
花
愛
好
会
長
賞

　

横
町
支
部

奨
励
賞

小
林
つ
る
枝
（
網
掛
）

堀
内
依
子
（
四
ツ
屋
）

池
田
澄
夫
（
御
所
沢
）

山
崎
け
さ
江
（
入
横
尾
）

中
村
晋
作
（
金
井
）

山
極
米
子
（
鼠
）

西
沢
み
ち
ゑ
（
中
之
条
）

荒
井
直
喜
（
横
町
）

宮
下
典
子
（
上
平
）

小
林
清
市
（
上
五
明
）

村
上
小
学
校

南
条
小
学
校

日
時　

10
月
22
日
（
日
）
午
前
９
時
30
分
よ
り

場
所　

坂
城
中
学
校
体
育
館

結
果
《
敬
称
略
》

小
学
１
・
２
年
生
男
女
の
部

優
勝
：
久
保
田
瑠
樹
菜　

準
優
勝
：
臼
井
悠
真

　

３
位
：
笠
井
誉
乃
香
・
沢
崎
美
桜

小
学
３
年
生
男
子
の
部

優
勝
：
木
原
潤
也　

準
優
勝
：
宮
下
大
河　

３
位
：
大
石
一
輝

小
学
４
年
生
男
子
の
部

優
勝
：
小
島
航
祐　

準
優
勝　

先
崎
悠
希

　

３
位
：
奥
田　

純
・
石
倉
光
次
郎

小
学
５
年
生
男
子
の
部

優
勝
：
村
上
正
宗　

準
優
勝
：
池
田
雄
太

　

３
位
：
村
田　

匡
・
小
田
木
和
希

小
学
６
年
生
男
子
の
部

優
勝
：
朝
倉
雄
磨　

準
優
勝
：
小
林
純
也

　

３
位
：
宮
下　

龍
・
高
橋
将
知

小
学
４
年
生
女
子
の
部

優
勝
：
臼
井
さ
つ
き　

準
優
勝
：
小
田
木
舞
依

　

３
位
：
沓
掛
今
日
子
・
沢
崎
ひ
な
の

小
学
６
年
生
女
子
の
部

優
勝
：
久
保
田
琳
里
葉　

準
優
勝
：
樋
口
み
な
み

　

３
位
：
市
岡
実
結
・
沓
掛
友
里

中
学
生
男
子
の
部

優
勝
：
池
田
健
太　

準
優
勝
：
臼
井
一
真　

３
位
：
関　

剛
志

中
学
生
女
子
の
部

優
勝
：
石
倉
文
子　

準
優
勝
：
宮
原
理
沙　

３
位
：
滝
沢
美
保

【
団
体
戦
の
部
】

優
勝
：
坂
城
Ａ　

準
優
勝
：
村
上
Ａ　

３
位
：
南
中
Ａ

坂
城
町
剣
道
大
会
試
合
結
果

▼東海地区大会にて
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振
り
込
め
詐
欺
、

　
　
　
　

架
空
請
求
被
害
の
防
止

　

最
近
も
全
国
的
に
振
り
込
め
詐
欺

や
架
空
請
求
の
被
害
が
発
生
し
て
い

ま
す
。

　

振
込
詐
欺
の
手
口
は
そ
の
都
度
変

わ
っ
て
い
ま
す
が
、
共
通
し
て
い
る

こ
と
は
『
家
族
な
ど
に
な
り
す
ま
し

て
電
話
を
か
け
て
く
る
』
『
す
ぐ
に

警
察
官
・
弁
護
士
・
会
社
の
上
司
・

交
通
事
故
の
相
手
な
ど
に
か
わ
り
、

何
人
か
が
演
技
を
し
て
金
の
振
り
込

み
を
要
求
す
る
』
『
金
を
振
り
込
ま

な
け
れ
ば
、
子
ど
も
や
孫
、
ご
主
人

な
ど
が
警
察
に
逮
捕
さ
れ
た
り
訴
訟

沙
汰
に
な
る
な
ど
何
か
ひ
ど
い
め
に

あ
わ
さ
れ
る
よ
う
な
話
を
す
る
』
な

ど
で
す
。

　

こ
う
し
た
詐
欺
の
被
害
に
遭
わ
な

い
た
め
に
は
、
ま
ず
あ
わ
て
な
い
、

金
を
ふ
り
こ
ま
な
い
、
自
分
の
家
族

を
信
じ
る
、
す
ぐ
家
族
に
確
認
す
る
、

警
察
に
届
け
る
、
と
い
っ
た
方
策
が

大
切
で
す
。

　

次
に
架
空
請
求
の
被
害
防
止
で
す

が
、
架
空
請
求
の
ハ
ガ
キ
な
ど
の
郵

便
物
も
相
変
わ
ら
ず
町
内
の
多
く
の

家
に
届
い
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
郵

便
物
は
『
ほ
と
ん
ど
が
民
事
訴
訟
管

理
機
構
な
ど
一
見
公
的
な
機
関
の
よ

う
な
名
前
が
書
い
て
あ
る
』
『
郵
便

が
届
い
た
後
放
っ
て
お
け
ば
裁
判
や

差
し
押
さ
え
な
ど
に
な
る
よ
う
に
書

い
て
あ
る
』
『
裁
判
を
避
け
た
け
れ

ば
電
話
す
る
よ
う
に
と
、
電
話
番
号

が
書
い
て
あ
る
』
と
い
っ
た
特
徴
が

あ
り
、
最
近
は
脅
迫
め
い
た
文
面
の

も
の
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
郵
便
物
に
対
し
て
は

『
記
載
さ
れ
た
電
話
番
号
に
は
電
話

し
な
い
』
『
心
当
た
り
の
な
い
金
は

振
り
込
ま
な
い
』
『
裁
判
所
か
ら
の

通
知
の
場
合
は
電
話
帳
で
調
べ
て
直

接
裁
判
所
に
電
話
す
る
』
『
心
配
に

な
っ
た
ら
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
、
警

察
、
役
場
な
ど
に
問
い
合
わ
せ
る
』

な
ど
、
被
害
に
遭
わ
な
い
よ
う
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

坂城町交番  ☎・有線８２－２００８
交番だより交番だより交番だより交番だより

お
ん
が
く
か
い

　
　
　
　
　
　
　

ふ
か
い　

か
ず
き

　

お
ん
が
く
か
い
で
「
つ
る
ぎ
の
ま

い
」
の
テ
ン
ポ
が
す
ご
く
は
や
く
て
、

お
ど
ろ
き
ま
し
た
。
ぼ
く
た
ち
１
ね

ん
せ
い
は
、
「
と
も
だ
ち
っ
て
い
い

な
」
と
「
と
も
だ
ち
に
な
る
た
め

に
」
を
う
た
い
ま
し
た
。
が
っ
そ
う

も
や
り
ま
し
た
。
ぼ
く
は
、
ピ
ア
ニ

カ
で
し
た
。
じ
ょ
う
ず
に
で
き
た
と

お
も
い
ま
す
。
こ
と
ば
も
み
ん
な
で

い
い
ま
し
た
。
ぼ
く
は
「
せ
わ
ず

き
」
と
い
い
ま
し
た
。
大
き
な
こ
え

で
い
え
ま
し
た
。

　

せ
ん
せ
い
た
ち
の
う
た
も
よ
か
っ

た
で
す
。
せ
ん
せ
い
た
ち
が
ラ
ン
ド

セ
ル
を
し
ょ
っ
て
い
て
お
も
し
ろ
か

っ
た
で
す
。

お
ん
が
く
か
い

　
　
　

こ
ば
や
し　

そ
う
い
ち
ろ
う

　

11
が
つ
２
に
ち
、
お
ん
が
く
か
い

が
あ
り
ま
し
た
。
さ
い
し
ょ
は
、
ド

キ
ド
キ
し
た
け
ど
ス
テ
ー
ジ
に
た
っ

た
と
き
に
は
あ
ん
ま
り
ド
キ
ド
キ
し

ま
せ
ん
で
し
た
。
６
ね
ん
１
く
み
の

は
、
た
の
し
か
っ
た
で
す
。
２
ね
ん

２
く
み
の
も
た
の
し
か
っ
た
で
す
。

６
ね
ん
２
く
み
の
は
、
す
ご
か
っ
た

で
す
。
６
ね
ん
せ
い
み
ん
な
の
う
た

は
こ
え
が
と
て
も
き
れ
い
で
し
た
。

じ
ぶ
ん
た
ち
の
が
っ
そ
う
も
す
ご
く

よ
く
で
き
た
と
お
も
い
ま
す
。

　

ぼ
く
は
、
ピ
ア
ニ
カ
を
ま
ち
が
え

学校だより学校だより学校だより
坂城小学校　１年

な
い
で
よ
く
で
き
ま
し
た
。
た
の
し

い
お
ん
が
く
か
い
で
し
た
。

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
　
☎
・
有
線
８
２
│
２
５
５
９

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
　
☎
・
有
線
８
２
│
２
５
５
９

な
ぜ

か 

む 

の

で
し
ょ
う
？

・だ液と混ぜ合わせ、飲み込みやすくする
・食べ物を消化しやすいように小さくする
・でんぷんを分解する

胃
液
、す
い
液
な
ど

の
消
化
液
の
分
泌
を

よ
く
す
る

・歯は食べ物をくだき、食べ物は歯をみがく
・口をきれいにする。だ液がたくさん出る脳の発達や全力投球にもつながります

よくかむことに
より、少量でも
　　満腹感が
　　得られる

間接的にも消化を助ける

脳の発達をうながす 肥満予防 “かむ”は自然の歯ブラシ

かむのは消化の第一歩
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12月の行事予定［時間正確に集合してください］12月の
子育て
グループの予定
お気軽におでかけください。

内　　　容 時　間

１日㈮ 子育て懇話会
役員のご出席をお願いします。

午前10時

６日㈬ すくすく広場「可愛いリースづくり」 午前10時

７日㈭

つくしんぼ教室「すてきなサンタさ
ん！ づくり」　会員のみ
ミニ講座「みんなで楽しくロールプ
レー」　親業インストラクター：西
野入久美子さん　どなたもどうぞ

午前10時

午前10時
40分

１２日㈫ マザーリーフの会
「フラワーアレンジメント」

午後１時
30分

１３日㈬
１歳までの子育て＆あそび
（ホットケーキグループ）会員のみ
身体測定、お話　村田よし子保健師

午前10時

１４日㈭
たんぽぽ教室
 「お楽しみ会」会員のみ

午前10時

１５日㈮
牛乳パックで椅子づくり
　持ち物：布60×90cm、はさみ

午前９時
30分

２１日㈭
ボランティア懇話会
巡回児童相談日  山口八重子相談員

午後１時
午後１時30分

２２日㈮ おはなしでてこい
「サンタがセンターにやってきた」

午前10時

２７日㈬
センターの清掃日
当番：スコーレ、まざーぐうすさんで
す。

午前10時

なかよし
広場

２日㈯もちつき大会　午前10時　坂城幼稚園
持ち物：お手拭き、お箸
23日㈯発表会　午前10時　坂城幼稚園
持ち物：スリッパ

今月の
相談日

6日、13日、20日、27日㈬　細江富貴子先生
午前９時30分～午後４時30分
希望される方は事前に連絡をお願いします！

赤ちゃん小組（毎週月曜日）
4日：おやつづくり
11日：製作あそび　
18日：クリスマス会
25日：ママストレッチ
代表：和田奈々さん　☎８２－８２０８

サークルどんぐり（第１・３火曜日）
5日：クリスマスリースづくり
19日：クリスマス会
代表：小西淳子さん　☎８２－７１８７

スコーレ母親教室（第２火曜日）

12日㈫：金子通子先生と子育てトーク
代表：大田とよ子さん　☎８２－６０２７

まざーぐうす
7日：料理講習会（保健センター）　
14日：リース作り
21日：クリスマス会
28日：おやすみ
代表：堀内二美さん　☎８２－２７７４

いっぱい遊ぼうグリとグラ（第２・４金曜日）
8日：リズムあそびとクリスマス会
22日：センター行事と合同
代表：池田妙恵さん　☎０９０－９１３１－０４９４

ゆりかごの会　月１回
20日㈬：新聞紙でツリー作り
代表：金子淳子さん　☎８２－６５６１

子
育
て
支
援

子
育
て
支
援　
　
　

　

セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

セ
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子
ど
も
の
虫
歯
が
増
え
て
い
ま
す
。
美
味

し
い
も
の
が
出
回
っ
て
い
て
、
子
ど
も
の
言

う
が
ま
ま
に
食
べ
さ
せ
て
い
ま
せ
ん
か
？　

大
人
た
ち
が
気
を
つ
け
な
け
れ
ば
、
お
子
さ

ん
の
歯
は
み
る
み
る
虫
歯
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
生
え
て
き
た
ば
か
り
な
の
に
…
と
つ

ぶ
や
か
な
い
た
め
に
、
時
々
お
子
さ
ん
の
口

の
中
を
見
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。
食
べ
物
の

か
す
、
甘
み
が
残
ら
な
い
よ
う
に
し
、
食
べ

た
ら
磨
い
た
り
、
柔
ら
か
い
布
で
拭
い
た
り

み
が
い
て
い
ま
す
か
？

 

子
ど
も
の
歯

◆時間:午前9時～正午
◆場所:子育て支援センター（まざーぐうすは文化センター）
◆持ち物:飲物、おむつ、お手拭き、着替え
あそびにきたい方へ：土曜、日曜、祭日と、1日、7日、13
日、14日、の午前と、12日、20日の午後はセンターが使
えません。その他の日におでかけください。あそびに来
るときは、上記持ち物に加え、おやつもお持ちください。
い。

◆場所：子育て支援センター
◆持ち物：飲み物、お手拭き、着替え（おしり拭きも）、テ

ィッシュ、タオル（ハンカチ）
お願い：持ち物には名前を書いてください。

し
て
口
の
中
を
清
潔
に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

そ
し
て
、
虫
歯
に
な
り
に
く
い
食
品
を
多
く

取
り
入
れ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

体
に
良
い
食
べ
物
は
…

　

食
べ
さ
せ
た
い
も
の
…
牛
乳
、
お
魚
、
お

肉
、
野
菜
、
芋
類
、
卵
、
海
草
類
、

豆
類
、
歯
ご
た
え
の
あ
る
も
の
（
す

る
め
、
芋
干
し
、
り
ん
ご
な
ど
）

　　

控
え
た
い
も
の
…
ジ
ュ
ー
ス
、
チ
ョ
コ
レ

ー
ト
、
ス
ナ
ッ
ク
菓
子
、
ケ
ー
キ
、

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
、
着
色
し
て
あ
る

も
の
、
人
工
甘
味
料
の
入
っ
て
い
る

も
の
、
賞
味
期
限
の
切
れ
た
も
の
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※診療時間　医科：午前９時～午後５時　歯科：午前９時～正午
※ 都合により、変更になる場合がありますので、当番医を利用される場

合は電話、新聞などで確認をしてください。

12月３日㈰

10日㈰

１7日㈰

２３日㈯

２4日㈰

30日㈯

３１日㈰

1月1日㈪

２日㈫

３日㈬

柳沢医院 【千曲市上町】 ☎（026）275－0405
滝沢歯科医院 【千曲市磯部】 ☎（026）276－4636

荒川医院 【千曲市芝原】 ☎（026）275－2360
宮本歯科医院 【千曲市戸倉】 ☎（026）276－7030

とよき内科 【千曲市上町】 ☎（026）276－0413
小宮山歯科医院 【立　　　町】 ☎・有線  82－2029

よしだ内科クリニック 【上　五　明】☎・有線  81－1330
たけい歯科クリニック 【千曲市鋳物師屋】 ☎（026）272－8000

市川内科医院 【千曲市上山田】☎（026）275－5515
前山歯科医院 【千曲市上徳間】☎（026）276－0282

滝沢歯科医院 【千曲市粟佐】☎（026）272－1132
さかき生協診療所 【中　之　条】 ☎・有線  82－0101
あかいけ歯科クリニック 【　　鼠　　】 ☎・有線  81－3377

武市医院 【中　之　条】 ☎・有線  82－2606
榑沼歯科医院 【千曲市内川】 ☎（026）261－5005

松尾医院 【立　　　町】 ☎・有線  82－2013
たけい歯科クリニック 【千曲市鋳物師屋】 ☎（026）272－8000

よしだ内科クリニック 【上　五　明】 ☎・有線  81－1330
竹内歯科医院 【千曲市上徳間】 ☎（026）274－7050

粗大ごみの回収

相談日　　　１2月

まちのうごき 平成18年11月１日現在

 世帯数 ５,７２０世帯 （＋12）
 人　口 １６,５３２人　 （＋29）
  男 ８,１００人　 （＋９）
  女 ８,４３２人　 （＋20）

　　　※（  ）は前月比

まちの交通事故 平成18年10月31日現在

　　件　数 ８２件 （＋14）
　　死　者 ０人 （－３）
　　負傷者 １２２人 （＋32）

※（  ）は前年比

当番医（医科・歯科）

保健センター　☎82－3111（内線511、512）
　　　　　　　有線　88－1047１２月の健診

☆乳幼児健診（実施場所は保健センター）
４か月児健康診査（平成18年８月生）
　12日（火）　午後１時集合
７か月児健康相談（平成18年５月生）
　19日（火）　午前９時30分集合
10か月児健康相談（平成18年２月生）
　21日（木）　午前９時30分集合
１歳児健康相談（平成17年10月・11月生）
　15日（金）　午前９時30分集合
１歳６か月児健康診査（平成17年４月生・５月生）
　５日（火）　午後１時集合

１7日㈰
午前８時30分～10時

坂城町役場職員駐車場

相談 日時／場所

心配ごと
相　　談

11日㈪
20日㈬

午前9時～正午
役場第４会議室（3階）

11日、20日とも司法書士による法
律相談をあわせて開設

年金相談 27日㈬
午前9時30分～午後3時
役場第１会議室（1階）

行政相談 15日㈮
午前９時～正午
役場第５会議室（3階）

ハローワーク
出張相談

毎週月曜日
（ 祝・祭日を
除く）

午前10時～午後3時
坂城テクノセンター

募集種目（人員） 受験資格 受付期間 試験期日 処遇等

２等陸・海・空士
（３・４月採用）

18歳以上
～

27歳未満

２月上旬
まで

１月27日
２月17日

特別職国家公務員

自衛隊生徒
陸：約２５０人
海：約５０人
空：約５０人

中卒（見込含む）
17歳未満

１月９日
まで

１次試験
１月13日
２次試験

１月26～29日

修業年限４年
卒業時に３等陸・
海・空曹に昇進

◎問い合わせ先　自衛隊長野地方協力本部長野地域事務所
　　　　　　　　☎（０２６）２３５－６０２６又は（０２６）２３３－２１０８

防衛庁より　自衛官等の採用試験
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■12月の休館日■　■■休館日
日 月 火 水 木 金 土
＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 1 2
3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30
31

町立図書館　☎・有線８２－３３７１
開館時間　午前１０時～午後６時

図書館へ行こう

本の予約、リクエストはお気軽に
　　　　　　　お問い合わせください。

☆おはなし会　9日（土）午後２時～
☆としょかん講座
「点字・点訳講座」
　5日、19日（火）午後２時～ 講師：山口静枝さん
「文章の書き方講座」
　9日（土）午後２時～ 講師：長島伸一さん
「源氏物語を読む」
　16日（土）午後２時～ 講師：塚田睦樹さん

☆おすすめの本☆
ハッピー子育て川柳

（和光堂：編／金の星社）
　子育ての大変さ。真っ最中の人には、

「うちも」と共感。過ぎてしまえば、あんな
時もあったよね、と懐かしい。パパ、ママ、
おじいちゃん、おばあちゃんもみんなで
ほのぼの川柳でちょっと一息。和光堂子
育て川柳2004～2006年の入選作集です。

☆一般図書☆
・長野県版　まるごと介護の本　改正介護保険がよくわかる
　（信濃毎日新聞社）
・ステップアップ　古文書の読み解き方
　（著：天野清文／吉川弘文館）
・名将に学ぶ人間学
　（著：童門冬二／三笠書房）
・日本語どっち!?
　（著：北原保雄／金の星社）
・月に恋
　（編：ネイチャー・プロ編集室／ＰＨＰ研究所）

・ぼくにもそのあいをください
　（作・絵：宮西達也／ポプラ社）
・きんじょのきんぎょ　内田麟太郎詩集
　（理論社）
・まるごとたべたい
　（作：山脇　恭　絵：小田切昭／偕成社）
・和の文化に触れてみよう！着物の大研究
　（ＰＨＰ研究所）
・月の笛
　（作：武鹿悦子／小峰書店）

☆児童図書☆

□12月の催し物□

□新着図書□

12月の番組表
番　組　名 内容／出演

３日㈰ 楽しい民話
正月のたきぎ

金井　青木典子さん

７日㈭
わが家の花は
元 気 で す

植物の管理
御所沢　前沢新一さん

１０日㈰ 楽しい民話
木ぼとけ長者

鼠　玉井かつ子さん

１２日㈫ 信号は赤です
交通事故防止

坂城町交番　真岸所長

１７日㈰ 楽しい民話
たぬきのちょうちん
北日名　春日秀子さん

１９日㈫ 税務署だより
給与所得者の年末調整

上田税務署

２０日㈬ こちら１１９番
放火による火災の防止

消防署予防係

２１日㈭ 川 　 　 柳
ＪＡ文芸から

選者　中沢月人さん

２４日㈰ 楽しい民話
火太郎と長太郎

込山　岡田由貴子さん

２６日㈫ 明るい消費生活
最近の消費生活相談から
長野消費生活センター

有 線

操作方法は　  ・   ・ チャンネル番号９

終了するとき　  ・   ・９ 4 0

チャンネル放送番組

音楽放送

ＦＭ長野

ＮＨＫ・ＦＭ

音楽放送

音楽放送/JA川柳（16日～）

1

２

３

１2／１～1／4チャンネル番号

4

４

５

◆有線本部
　☎82－3111（内線222）
　有線88－1000
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■編集・発行
　〒３８９－０６９２　坂城町役場企画調整課
　長野県埴科郡坂城町大字坂城１００５０
　☎（０２６８）８２－３１１１　FAX（０２６８）８２－８３０７
　●ホームページ http://www.town.sakaki.nagano.jp/
　●E-mail kikaku@town.sakaki.nagano.jp
■印　　　刷　滝沢印刷（坂城町）

坂城の『和算』を坂城の『和算』を
知っていますか？知っていますか？

　11月19日（日）、中心市街地コミュニティセン
ターにおいて、講演会「江戸時代の算数ってな～
に？　坂城の和算を考える」が開かれ、長野県和算
研究会事務局長の小林博隆さんによる講演と、町学
芸員による坂城の和算の歴史についての発表が行わ
れました。
　和算とは、一口にいうと、日本に西洋数学が入っ
てくる以前に使われていた、日本独自の数学です。
江戸時代頃には信州にも多くの和算家がおり、坂城
にも優秀な和算家がいたことが、残された史料など
から分かっています。
　和算家が、自ら考案した和算の難問を絵馬にして
神社仏閣に奉納したものを「算額」といい、坂城に
も、北日名天幕社に算額が奉納されています。ま
た、坂木宿 ふるさと歴史館において、天幕社の算
額（複製）をはじめ、坂城の和算についての史料の
展示が始まりました。坂城の歴史の新たな側面を知
ることのできるこの展示を、ぜひご覧ください。

祝！ はにしな寮祝！ はにしな寮
創立50周年創立50周年

　11月８日（水）、はにしな寮において、寮の創
立50周年記念式典が開催されました。
　長年にわたってのボランティア活動など、寮に協
力いただいた方々の表彰や感謝状の贈呈のほか、利
用者の皆さんによる大正琴の演奏や、合唱などが行
われ、今日まで続いた寮の歴史を祝いました。

▲天幕社の算額（複製）。県内で確認さているなかでも
難度が高く、たいへん高度な問題が記されている

冬の街角に彩りを冬の街角に彩りを
横町 パンジーの植え込み横町 パンジーの植え込み

　11月21日（火）、横町区有志の皆さんがパン
ジーの花90株の植え込みを行いました。植え込
んだプランターは30個、春や夏だけでなく、冬
の間も花を楽しみ、町を彩りたいという思いから、
花とみどりのまちづくり事業にご協力いただいた
ものです。
　花は春先まで楽しめるということで、これから
の冬を、黄色や白などの可愛らしい花が街角を飾
ってくれます。
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